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事業概要 

高浜地区は、平成 30年 7月豪雨で大きな被害があり、その教訓をもとにこれ

までの防災対策を見直してきた。その一つに「避難行動要支援者の災害時支

援」があった。 

高浜地区自主防災連合会では、地区独自で調査を行い作成した要支援者名簿

とマップが存在する。 

今回、そのマップをもとに連合会のメンバーをはじめ、民生委員、消防団員

などで実際に要支援者宅を回り、安否確認に必要な時間を計測し、また抽出

した要支援者（今回は民生委員）を避難所まで搬送する時間を計測確認した。 

その後、避難所となる小学校の体育館で段ボールベッドの組み立てなど避難

所開設訓練も実施した。 

補助金は、避難者の搬送に必要なリヤカーの購入に活用した。 

事業実施中の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業完了後の活動予定又は実績 

現在、高浜地区は愛媛県の連携事業「避難行動要支援者の個別避難計画策定のモデル作

成」に取り組んでいる。 

その中で、今回の訓練で確認できた所要時間や避難支援の課題を検証し、より実効性のあ

る計画策定に取り組む予定である。 

また、今回の訓練では、新型コロナウイルス感染予防のため、実際に避難行動要支援者の

方々を避難所まで搬送することができなかったが、今後は実際に支援が必要な方にも訓

練に参加してもらい災害が起きた際に「本当に助け合える」組織作りを目指していく。 

資料１－１ 



えひめ自助・共助推進フェアシンポジウム

この訓練は作成済みの要⽀援者マップを基に、各町内の要⽀援者宅
を⼀⻫に回って安否確認を⾏う時間の確認訓練です。防災関係者
（町内会⻑、⺠⽣委員、防災⼠）がマップに表⽰された要⽀援者宅
を確認する事と、避難所までの搬送時間（今回は抽出した３町）を
確認し、今後の個別避難計画作成資料とします。

高浜地区自主防災連合会

令和2年３月１日実施

要支援者安否確認訓練

② 要⽀援者搬送状況

要⽀援者台帳とマップ
マップには要⽀援者名と場所が明⽰されており他の町役員でも要⽀援者宅
がわかるようになっている

① 町内ごとの要⽀援者宅確認状況

訓練状況
①要⽀援者安否確認
②要⽀援者搬送



避難所設営訓練
段ボールベッド組み⽴て等
調査報告受付

避難行動要支援者対応訓練（安否確認時間調査等） 赤字＝要支援者を搬送した防災会

1）要支援者安否確認時間 確認件数は訓練時の数

防災会名 会　長 民　生 防災士 ﾘｰﾀﾞｰｸﾗﾌﾞ 消防団 他役員 参加者 確認軒数 班分け 開始時刻 終了時刻 所要時間 搬送開始 到　着 所要時間 搬送手段 備　　考

松ノ木町 1 2 3 6 40 2 9:30 10:15 45 車

すみれ野 1 （1） 2 3 46 1 9:30 10:40 70 徒歩 （1）は民生と防災士兼務

県団地 1 1 1 3 14 1 9:30 9:47 17 徒歩

東梅津寺 1 （1） 1 1 3 9 1 9:30 9:45 15 徒歩 （1）は民生と防災士兼務

美　浜 1 1 1 1 4 27 1 9:30 9:50 20 徒歩

新　浜 1 1 2 1 3 8 31 2 9:44 10:21 37 10:23 10:39 16 車いす ・県道の歩道を使用して搬送

港　山 1 1 1 2 5 13 1 9:30 9:45 15 徒歩

梅津寺 1 1 1 3 14 1 9:09 9:51 42 徒歩

一丁目 1 2 3 6 57 2 9:30 10:10 40 徒歩

三丁目 1 1 1 3 18 1 9:30 9:45 15 バイク

四丁目 1 1 1 3 16 1 9:30 9:55 25 車

五丁目 1 1 1 3 9 1 9:30 10:00 30 車

六丁目 1 1 2 1 1 6 20 1 9:30 10:01 31 10:09 10:16 7 車両（車いす） ・車両に車いすを乗せて搬送

避難所 4 1 2 1 8

西消防署 3

計 14 14 27 4 7 18 348

人数総計 87

2 10:139:30 9:50 20 10:00石風呂町 1 1 3 1

令和2年3月1日

110 24
・通学路を使用して搬送
・リヤカーのハンドルねじが危ない
・足の悪い人がリヤカーに乗る場合検討

13 リヤカー

二丁目 1 1 1

・避難所設営（ｼｰﾄ、ベット間仕切り）を
行ない、安否確認タイム表の集計を行っ
た。

＊新型コロナの関係上避難所への報告は代表者として、報告終了した防災会順に休憩して早期に解散とした。

徒歩

・発災時刻が昼間、夜間で要支援者と
のコンタクトに時間差がある。
・電話、鍵、搬送準備と時間の問題。
・協力員宅から要支援者宅までの時間
と搬送時間での差が発生する。

7 10 10 1 9:30 9:45 15

2

調査集計表 個別避難計画を策定する資料にする


